
 

 

                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２４年６月１９日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項   

１．平成２４年度 YU-COE（山形大学先進的研究拠点）の決定 

２．安達峰一郎研究 ベルギー・オランダ第三次調査団からの報告 

３．山形大学男女共同参画フェスタ 

４．新入生保護者の皆さまとの交流会 

 

   お 知 ら せ  

１．平成２５年度山形大学入学者選抜要項を公表 

２．「フィールドワーク出羽三山」慈恩寺の考古学的調査の実施 

３．オペラティックコンサート～みんなで聴こう 心の歌声～の開催 

４．東北地区国立大学 ３大学合同進学説明会 

５．小さな科学者・体験学習会の開催 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２４年７月３日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 
 

プレス発表資料               

                                   平成 24年 6月 19日 
                                  山  形  大  学  
 

平成24年度YU-COEを決定しました 
 

将来、国内外の先進的研究拠点となる可能性を有する研究グループを、 
山形大学先進的研究拠点(ＹＵ-ＣＯＥ)として支援します 

  
ＹＵ-ＣＯＥは、国際的に通用する高い水準にある研究拠点や、研究成果が社会、地域に大
きく貢献する研究拠点を重点的に支援するとともに、将来、そのような拠点となり得る研究

グループを発掘し、育成することを目的としています。 
平成２４年度は、新規６件と継続１１件の研究グループの支援を決定しました。 

 

『ＹＵ－ＣＯＥ（Ｅ）[E=Exploratory]』新規分   

 研  究  拠  点 拠点リーダー 

１ 偏光をプローブとした高エネルギー天文学の創成拠点 理学部・教授 郡司修一 

２ ＺＴ５高性能熱電材料研究拠点形成 理学部・教授 佐々木 実 

３ パラオ諸島の生物多様性に関する教育研究拠点形成 理学部・教授 半澤直人 

４ 臨床医学の要求に基づく生体機能修復医工学研究拠点 理工学研究科・教授 山本 修 

５ 
微生物を利用した有機汚染物質の無害化研究の活性化 

産学連携拠点 
理工学研究科・教授 原 富次郎 

６ モデルベースイノベーション研究拠点 理工学研究科・准教授 松田圭悟 

  

 
     

※参 考 
大型の競争的資金を獲得するなど、外部からすでに拠点として認められている３拠点につ

いては、平成２１年度からＹＵ－ＣＯＥ（Ｓ）として支援を行っています。 

『ＹＵ－ＣＯＥ（Ｓ）』   

  研  究  拠  点 拠点リーダー 

１ 総合スピン科学 理学部・教授 岩田高広 

２ 分子疫学 医学部・教授 嘉山孝正 

３ 有機エレクトロニクス 理工学研究科・教授 大場好弘 

 

 （お問い合わせ） 
  企画部研究支援課（渡邉・庄司） 

      電話：０２３（６２８）４８４５ 

 



平成２４年度　ＹＵ－ＣＯＥ（山形大学先進的研究拠点）形成支援拠点一覧
平 成 24 年 6 月 8 日

YU-COE 推 進 本 部 決 定

『ＹＵ－ＣＯＥ（Ｓ）』
研　　究　　拠　　点 課題番号 拠点リーダー　所属・職・氏名 新規・継続 備　考

1 総合スピン科学 S21-1 理学部・教授　　岩田高広 継続

2 分子疫学 S21-2 医学部・教授　　嘉山孝正 継続

3 有機エレクトロニクス S21-3 理工学研究科・教授　　大場好弘 継続

合　　計　　　　３拠点

『ＹＵ－ＣＯＥ（Ｅ）』
研　　究　　拠　　点 課題番号 拠点リーダー　所属・職・氏名 新規・継続 備　考

1 山形大学ナスカ研究所 E22-1 人文学部・教授・坂井正人 継続

2
山形大方式による糖質系アグリ資源の新規活用技術とその応用展開技術に関する研
究拠点

E22-4 理工学研究科・准教授・西岡昭博 継続

3
次世代ロボットデザインセンター
～次世代ロボットを生み出す創造技術フロンティア～

E22-5 理工学研究科・教授・妻木勇一 継続

4 山形大学高度生殖テクノロジーイノベーション拠点 E22-6 理工学研究科・教授・阿部宏之 継続

5 低炭素社会をリードする地域型天然ゴム資源活用センター E23-1 理学部・講師・大谷典正 継続

6 神経難病の根本的治療法開発のための基礎研究拠点 E23-2 医学部・教授・加藤丈夫 継続

7
イノベーションと持続的発展を指向するグリーンマテリアルプロセッシング工学研究拠
点　～グリーンマテリアル加工研究センター～

E23-3 理工学研究科・教授・伊藤浩志 継続

8 ２１世紀における自然共生型水稲栽培のアジア学術拠点形成 E23-6 農学部・准教授・佐藤　智 継続

9 偏光をプローブとした高エネルギー天文学の創成拠点 E24-1 理学部・教授・郡司修一 新規

10 ＺＴ５高性能熱電材料研究拠点形成 E24-2 理学部・教授・佐々木 実 新規

11 パラオ諸島の生物多様性に関する教育研究拠点形成 E24-3 理学部・教授・半澤直人 新規

12 臨床医学の要求に基づく生体機能修復医工学研究拠点 E24-4 理工学研究科・教授・山本 修 新規

13 微生物を利用した有機汚染物質の無害化研究の活性化産学連携拠点 E24-5 理工学研究科・教授・原 富次郎 新規

14 モデルベースイノベーション研究拠点 E24-6 理工学研究科・准教授・松田圭悟 新規

合　　計　　　１４拠点



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

平成２４年６月１９日                 

山 形 大 学 

 

安達 峰一郎研究  

ベルギー・オランダ第三次調査団からの報告 

  

◇概要  

本学都市・地域学研究所（松尾剛次所長）は、２０１２年度「山形偉人再発見プロジェ

クト」の一環として、オランダ・ベルギーでの安達峰一郎関係資料の収集のために、２０

１２年５月６日から１２日までハーグ、ルーバン・ラ・ヌーブで調査を行った。いずれも

大きな収穫があったが、とりわけハーグの国立図書館ナショナルアーカイブにおいて、安

達に関する極めて重要な史料を発見した。 

 

すなわち、1931年１1月１日（日曜版）付Ｄｅ Ｔｅｌｅｇrａａｆ 紙の挿絵 

（Loｕiｓ Ｒａｅｍａｅｋｅrｓ）の関連記事が同紙１１月２日（月曜日）版に載ってい

たのを発見したのである。 

 

１１月１日の挿絵は、第２面掲載で、日曜版であるために詳しい記事はない。翌日の１

１月２日（月曜日）版の第1面には、１１月１日付けのＴｏｋyｏからの報告などを載せる。

すなわち、日本の満州での軍事活動を伝える記事があり、その記事の背景がよくわかる。

予想した通り、日本軍の満州での活動に関する報道に対するものであった。 

 

国葬関係資料も収集したが、オランダ語で書かれており、今後、調査結果を報告したい。  

 

 

 

 

 

                

 

               1931 年 11 月 1 日（日曜版）付 De Telegraaf 紙の挿絵 

左が安達で、右が関東軍を表す。      

 

 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学都市・地域学研究所所長 松尾 剛次 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４９１７ 













 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２４年６月１９日                 

山 形 大 学 

本日から、山形大学男女共同参画フェスタが始まりました 

６月１９日（火）～７月２４日（火）まで、以下のとおり「山形大学男女共同

参画フェスタ」を開催します。 

 

内閣府「男女共同参画週間」（6/19-29）に合わせ、山形大学男女共同参画フェス

タを開催します。３年間のワークライフバランス実現への取り組みや成果をご覧い

ただくと共に、シネマトークやセミナーへの積極的なご参加を期待しています。 

 

１．パネル展  

期 間：６月１９日（火）～７月３日（火） 

場 所：山形大学インフォメーションセンター（理学部１号館東側） 

内 容：「山形大学ワークライフバランス実現への取り組み」 

「女性と災害－支援の絆」 

２．ヌエック（国立女性教育会館図書館）図書展 

期 間：６月２２日（金）～７月２４日（火） 

場 所：小白川図書館１階閲覧室入り口 

図書の内容：ヌエック所蔵の図書２００冊 

「異性関係」「コミュニケーション」「男女共同参画」 

＊貸出対象は、学内の学生及び教職員 

３．シネマトーク 

日 時：７月１２日（木）１７：００～１８：３０ 

場 所：小白川図書館１階シアタールーム 

題 名：「遊牧民の家」（山形国際ドキュメンタリー映画祭2011上映作品） 

内 容：シナイ半島の砂漠の村で、ベドウィン女性たちに経済力と教育をもた 

らそうと試みている女性起業家セレマと出会う旅を描く。 

監督は、イマン・カメル（エジプト生まれの女性監督） 

トーク：留学生と語る「イスラム世界の女性」          

４．男女共同参画セミナー 

日 時：８月６日（月）１３：３０～１６：３０ 

場 所：事務局棟３階第１会議室 

テーマ：「多様化する社会でのコンフリクト・マネジメント－意見や価値観の異

なる人と協働していくために－」 

講 師：中西 淑美 准教授（山形大学医学部総合医学教育センター） 

 

  
（お問い合わせ）  男女共同参画推進室 

（℡）０２３－６２８－４９３９  





山形大学                     男女共同参画セミナー      

  

多様化する社会での 

コンフリクト・マネジメント 

―意見や価値観の異なる人と協働していくためにー 

日 時  ８ 月 ６ 日 （月） １３：３０～１６：３０ 

場 所  小白川キャンパス 事務局棟 ３階 第１会議室 

講 師  中 西 淑 美 准教授 

（山形大学医学部総合医学教育センター） 

対 象  学生、教職員、一般の方 （30名程度・先着順） 

 

申込み／お問い合わせ 
山形大学男女共同参画推進室 

   電話 023－628－4937 
   FAX  023－628－4014 
   E-mail danjo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

日常的に発生する意見の対立やもめ事（コンフリクト）を協調的に解し

ようというのがコンフリクト・マネジメントの考え方です。多様化する社会

において、価値観の異なる人々と協働していくために、前向きにコンフリ

クトに対処し、トラブルを解決するための気づきを得ることができます。 



 

                                  

プレス発表資料 
 
                                    平成24年 6月19日 

                                                山   形   大   学 

 

 

平成２４年度新入生保護者の皆さまと山形大学との交流会の開催 

 

新入生の保護者相互，保護者の皆さまと本学教職員との親睦と交流を深める

とともに，保護者の皆さまに大学運営の実情や本学の教育・研究内容等につい

て，理解を深めていただき，大学をより身近な存在に感じていただきたいとの

思いから，交流会を開催いたします。 

 

 

日 時：平成２４年７月２１日（土） １４：００～１７：５０ 

会 場：山形大学基盤教育２号館２階講義室 

 

内 容： 

・学長あいさつ，大学概況説明等 

     ・講演 

「１年次に学ぶ『基盤教育』が目指すもの」 

              須賀 一好(山形大学基盤教育実施会議議長) 

           「有機エレクトロニクスにおける世界一の研究拠点形成と産業集積化による

エネルギー課題解決への貢献」 

               大場 好弘(山形大学有機エレクトロニクス研究センター長) 

     ・学生有志による大学歌や学生歌の斉唱 

     ・学生サークルによる「花笠踊り」披露 

          ・懇談会 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

エンロールメント・マネジメント部政策課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６２ 

     







 

プレス通知資料               （概 要） 
                                                           

平成２４年６月１９日 
山 形 大 学 

 

１．平成２５年度山形大学入学者選抜要項を公表 

（概要）平成２５年度山形大学入学者選抜要項を公表します。 

 〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

２．「フィールドワーク出羽三山」慈恩寺の考古学的調査の実施 

（概要）山形大学の基盤教育科目「山形に学ぶ」の一つ、「フィールドワーク出羽三山」

（地域学）の授業で、寒河江市慈恩寺の寺域の石塔調査を行います。 

調査対象は、慈恩寺の各所に残る僧侶やその周辺の人々の墓石で、考古学的な手

法を用いて、文字部分の解読や石材の検討、形式の変化を検討し、必要に応じて拓

本調査も実施します。この調査は、他大学の学生や県外の研究者と合同で行い、学

生たちが様々な人々や、地域のなかで交流することも教育上の目的の一つとしてい

ます。 

日 時：2012年6月30日（土）、7月1日（日） 9:30～16:00頃 

会 場：慈恩寺境内 ※小雨決行 

参加者：山形大学、お茶の水女子大学、明治大学の学生、 

東北芸術工科大学卒業生、各地の埋蔵文化財担当者など約25名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

３．オペラティックコンサート～みんなで聴こう 心の歌声～の開催 

（概要）山形大学附属特別支援学校ＰＴＡ主催で、地域教育文化学部の藤野 祐一教授を

はじめ、出演者らによる本物のオペラにふれあう機会、「オペラティックコンサー

ト」を開催します。 

このコンサートの参加申し込みは、既に締め切っております。 

日 時：2012年6月30日（土） 13:30～14:45頃 

会 場：山形大学附属特別支援学校体育館 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

 



 

４．東北地区国立大学 ３大学合同進学説明会 

（概要）大学進学を目指す方に、より自分に適した大学・学部・学科等を選択する際の情

報提供、各大学ブースにおける個別相談を通じ、進学に関する悩みや疑問等を解消

することを目的に、山形大学・宮城教育大学・福島大学の３大学合同進学説明会を

開催します。高等学校の先生方、保護者の皆さまのご来場も歓迎します。 

日 時：2012年7月1日（日） 13:30～16:00頃 

会 場：仙台国際センター ３Ｆ 白橿(しらかし)  

（仙台市青葉区青葉山無番地） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

５．小さな科学者・体験学習会の開催 

（概要）小さな科学者・体験学習会は、演示実験や簡単な体験型の実験を通して、子ども

たちに科学のおもしろさ・楽しさに触れてもうおうと企画したものです。 

夏休み期間中に２回開催しますので、親子で楽しくサイエンスに触れてみません

か？ 

①日 時：2012年7月22日（日） 13:30～15:30 

会 場：山形県産業科学館４階発明工房（山形駅西口霞城セントラル内） 

対 象：小学校４年生～中学校３年生 ２０人 およびその保護者 

②日 時：2012年8月 6日（月） 10:00～12:00 

会 場：山形大学ＳＣＩＴＡセンター（小白川キャンパス） 

対 象：小学校３年生～中学校３年生 ２０人 およびその保護者 

 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 



 

                                  

プレス通知資料 

 

平成２４年６月１９日                 

山 形 大 学 

 

 
平成２５年度山形大学入学者選抜要項を公表します 

 

平成２５年度山形大学入学者選抜要項を公表します。前年度（平成２４年度）

との主な変更点等については，次のとおりです。 

 

１ 募集人員の変更 

 （１）選抜試験ごとの募集人員の変更 

   １）前期日程     ２９人減（昨年度１，１４０人→１，１１１人） 

   ２）後期日程     １０人増（昨年度  ２０５人→  ２１５人） 

   ３）推薦入試Ⅰ     １人減（昨年度  ２５３人→  ２５２人） 

   ４）推薦入試Ⅱ    ２０人増（昨年度   ７０人→   ９０人） 

 （２）学部における募集人員の変更 

   １）人文学部 

      前期日程    １５人減（昨年度  ２１３人→  １９８人） 

      後期日程    １５人増（昨年度   ４２人→   ５７人） 

   ２）工学部昼間コース 

      前期日程    １４人減（昨年度  ３９３人→  ３７９人） 

      後期日程     ５人減（昨年度   ６４人→   ５９人） 

      推薦入試Ⅰ       ４人増（昨年度   ９１人→   ９５人） 

      推薦入試Ⅱ   １５人増（昨年度   １５人→   ３０人） 

   ３）工学部フレックスコース 

      推薦入試Ⅰ       ５人減（昨年度   １０人→    ５人） 

      推薦入試Ⅱ    ５人増（昨年度    ０人→    ５人） 

    

  ※ 前年度（平成２４年度）の入学定員・募集人員は別添資料のとおりです。 

 

２ 推薦入試Ⅱの新規実施 

  工学部昼間コース機能高分子工学科及び機械システム工学科並びに工学部フレック

スコースシステム創成工学科において、従来の推薦入試Ⅰと合わせ推薦入試Ⅱを実施し、

受験機会の複数化を図ります。 



 

３ 入学者選抜実施教科・科目等の主な変更点 

  ○ 地域教育文化学部地域教育文化学科異文化交流コース 

      前期日程 大学入試センター試験  

            変更前：地理歴史及び公民 200点  

       ↓      

      変更後：地理歴史及び公民 300点 

  ○ 地域教育文化学部地域教育文化学科食環境デザインコース 

      前期日程 個別学力検査等  

            変更前：面接（口頭試問を含みます。）  

       ↓      

      変更後：「化学」、「生物」、「英語」から１教科（科目） 

  ○ 工学部昼間コース情報科学科 

       前期日程 大学入試センター試験 

      変更前：理科 物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰ から２科目 

       ↓  

      変更後：理科 物理Ⅰ と 

             化学Ⅰ、生物Ⅰから１科目 計２科目 

 

４ 選抜要項の請求方法について 

  山形大学のホームページ（パソコン，携帯電話）から請求してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

エンロールメント・マネジメント 

入試課 今 野 

TEL(023)628-4141 
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平成２４年６月１９日                 

山 形 大 学 

「フィールドワーク出羽三山」で慈恩寺の考古学的調査を実施 

 
基盤教育科目「山形に学ぶ」の一つ、「フィールドワーク出羽三山」（地域学）

の授業で、慈恩寺の考古学的調査（寺域の石塔調査）を行います。 

 

日 時：2012年6月３０日（土）、7月1日（日） ９:３０～１６:00頃 

会 場：慈恩寺境内 ※小雨決行 

参加者：山形大学、お茶の水女子大学、明治大学の学生、 

東北芸術工科大学卒業生、各地の埋蔵文化財担当者など約25名 

 

○山形大学では、より豊かな人間力の育成を目指し、平成２２年度入学生から新

しい教育カリキュラム「基盤教育」を導入しています。この基盤教育科目「山形

に学ぶ」の一つ「フィールドワーク出羽三山」（地域学）で、慈恩寺(寒河江市)

の考古学的調査（寺域の石塔調査）を行います。 

学生たちが地域のなかで実践的な歴史調査活動を通じて、山形への理解を深め

ることを目的として、慈恩寺、寒河江市教育委員会から全面的にご協力をいただ

き、実施することとなりました。 

 

○慈恩寺は、古くは奥州藤原氏の保護を受け、出羽三山の一角であった時期が指

摘され、修験の場としても全国的に名を馳せました。今回の調査対象は、慈恩寺

の各所に残る僧侶やその周辺の人々の墓石です。考古学的な手法を用いて、文字

部分の解読や石材の検討、形式の変化を検討し、必要に応じて拓本調査も実施し

ます。その成果をもとに、かつての慈恩寺の範囲を特定し、慈恩寺の活動の実態

を探る上の有力な材料を得ることが目的です。 

 

○山形県では現在、山形城跡や米沢藩主上杉家廟所など国の史跡に指定されてい

る史跡が２５件あります。今回、寺内での本格的な石塔調査は初となり、将来的

に、慈恩寺その周辺を国指定史跡とすることを目指すなかで、その重要な根拠と

なるような歴史的データを取得することも大きな目的としています。 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

基盤教育院 准教授 

荒木 志伸 

（℡）023(628)4974 












